
 
 
 
 

「審議まとめ」から　 

 

 

　　 

自らの人生を舵取りすることのできる民主的で持続可能な社会の創り手の育成 

かじ

－「『好き』を育み、『得意』を伸ばす」に向かう教育課程の充実・改善 ❷ － 
 

【自分の意見や考えを根拠をもって表現する活動の充実】 

◆　書く・話すなどの活動を通じ、知識の理解や思考を表現 

　する「外化」によって、自分なりの意味理解を構築するこ 
　とを重視し、「好きを育み、得意を伸ばす」と「深い学び」 
　を両立させる方向を示した。 
◆　特に言語能力育成の要となる国語科では、自分の考えや 

　主張を、理由や根拠をもって筋道立てて示す活動を充実さ 

せることとした。また、外国語科では、新たに整理したコミュニケーション活動の中で、自分の

意見を形成・発信する活動や身近な地域のことを発信する活動等を充実させることとした。 

◆　特別活動では、各教科等における意見の形成に関わる学びとも関連を図りつつ、教師の指導の

下で、これまでに蓄積されてきた様々な対話と合意の手法やデジタル学習基盤を活用しながら、

校則を含む学校生活の課題を議論し、納得解や暫定解を生み出すことを重視することとした。 

 
【生活や社会との関わりの重視】 
 
◆　各教科等の学びで、実生活や実社会とのつながりを意識できるようにしていくことも重要であ

り、「統合的な理解・総合的な発揮」による構造化・精選による余白の創出は、こうした視点から

の授業改善に大きく資するものである。 
◆ 加えて、中・高における「数学ガイダンス」「科学ガイダンス」の新設は、各種調査結果から社

会・職業とのつながりが特に課題とされる数学や理科において、学習の意義を実感しやすくし、

「好き」や「得意」につなげるものである。 
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　別の角度から眺める 

 

 

 

 

※　多角的に物事を捉える習慣をもちたいものです。

作家・思想家　ヘンリー・ディヴィッド・ソロー 
 

別の角度から眺めると、世界は鮮明に見えてくる。 

　　　　　　　　　　 出典「賢人たちに学ぶ　自分を磨く言葉」本田季伸著（かんき出版）：


